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運転支援技術の実用化の例

1

これまでに実用化された運転支援技術の例

衝突被害軽減ブレーキ、レーンキープアシストなど多くの運転支援技術が実用化されている。



３．運転支援技術・自動運転技術の普及状況①運転支援技術の普及状況①

新車搭載台数（平成28年）

1,764,354 台 （生産台数の47.1％）

作動イメージ図

新車搭載台数（平成28年）

2,480,672 台 （生産台数の66.2％）

作動イメージ図

駐車場など不適切な場所で、アクセルの強い踏込を検知
した場合に加速を自動で抑制する装置

前方の車両との衝突を予測して、自動でブレーキを作動
することにより衝突時の被害を軽減する装置

ペダル踏み間違い時加速抑制装置自動ブレーキ（衝突被害軽減ブレーキ）
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2※国土交通省調べ



運転支援技術の普及状況②

アダプティブ・クルーズ・コントロール（ACC）

新車搭載台数（平成28年）

1,658,739 台 （生産台数の38.7％）

作動イメージ図

レーンキープアシスト

新車搭載台数（平成28年）

588,355 台（生産台数の13.7％）

作動イメージ図

※装着率：１年間に生産される自動車のうち、対象装置が装着された車両台数の割合

高速道路等において車線の中央付近を走行するよう
自動制御する装置

高速道路等において速度や前走車との車間距離を
自動制御する装置
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「安全運転サポート車」の普及促進

政府は、高齢運転者による事故防止対策の一環として、自動ブレーキ等の先進安全
技術を搭載した自動車を「安全運転サポート車」と位置付け、官民をあげて普及に取
り組むこととしている。

特に、自動ブレーキについては、2020年までに新車乗用車搭載率を9割以上とする
目標を掲げている。

安全運転サポート車 （サポカーＳ）搭載技術

自動ブレーキを搭載した全ての運転者に推奨する自動車

自動ブレーキに加え、ペダル踏み間違い時加速抑制装置等を搭載した、特に高齢運転者に推奨する自動車

※

※

※ サポカーＳ「ワイド」のみ搭載 4



自動運転技術のレベル分け

【例】自動で止まる
（自動ブレーキ）

前のクルマに付いて走る
（ACC）

車線からはみ出さない
（LKAS）

*1 （株）SUBARUホームページ *2 日産自動車（株）ホームページ *3 本田技研工業（株）ホームページ
*4 トヨタ自動車（株）ホームページ *5 Volvo Car Corp.ホームページ *6 CNET JAPANホームページ

*1 *2 *3
レベル１

レベル２

*6

レベル５

ACC： Adaptive Cruise Control,  LKAS: Lane Keep Assist System

レベル３
○条件付自動運転

システムが全ての運転タスクを実施するが、システムの介入
要求等に対してドライバーが適切に対応することが必要 *5
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官民ITS構想・ロードマップ2017等を基に作成

システムが前後・左右のいずれかの車両制御を実施○運転支援

○特定条件下での自動運転機能（レベル１の組み合わせ）
【例】車線を維持しながら前のクルマに付いて走る（LKAS+ACC）

レベル４

○完全自動運転
常にシステムが全ての運転タスクを実施

○特定条件下における完全自動運転
特定条件下においてシステムが全ての運転
タスクを実施

○特定条件下での自動運転機能（高機能化）
【例】 高速道路での自動運転モード機能

①遅いクルマがいれば自動で追い越す
②高速道路の分合流を自動で行う *4

高速道路での完全自動運転
（2025年目途）

限定地域での無人自動運転移
動サービス（2020年まで）

高速道路等一定条
件下での自動運転
モード機能を有す
る「自動パイロット」
（2020年目途）
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自動運転技術の開発状況と見通し

現在(実用化済み) 2020年まで 2025年目途 時期未定

実用化が
見込まれ
る自動運
転技術

• 自動ブレーキ
• 車間距離の維持
• 車線の維持

• 高速道路における
ハンドルの自動操作
- 自動追い越し
- 自動合流・分流

• 限定地域での無人自
動運転移動サービス

• 高速道路での
完全自動運転

• 完全自動運転

開発状況 市販車へ搭載 一部市販車へ搭載 IT企業による構想段階 課題の整理

官民ITS・構想ロードマップ2017等を基に作成

（Rinspeed社HPより ）（本田技研工業HPより ） （トヨタ自動車HPより）

レベル１

レベル２

レベル３
(2020年目途）

レベル４

（DeNA HPより）

レベル５
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